
組織の方針

Ａ 組織の方針(使命) B 重点目標項目 C 設定理由・考え方 D 活動（手段）

組織の基本方針又は使命
組織の課題のうち今年度取り組むも
のを優先順に

どのようなニーズに基づくのか
どのような成果を目指すのか

重点目標項目を実現するため行う活動や手段

1.教育、学術及び文化の振興に関する
総合的な施策の大綱を定める

・平成27年4月に施行された教育委員会制度改革に
おいて、総合教育会議の設置と大綱の策定が義務
付けられた。

・総合教育会議を市長部局とともに開催し、教育に関
する「大綱」を策定する。

2.職員の適性配置に向けた職員採用計
画の策定及び採用

・財政の健全化と行政サービスとの均衡を保った適
正な要員を確保することで、諸施策を継続的、着実
に実行する。

・適正な職員配置を検討し、職員採用計画案を示し、
市人事当局と協議・調整を図る。
・専門的職種について、専門的知見を引き継ぎ、事
業継続性を確保する。

3.文化振興計画の策定 ・文化振興の基本方針をソフト及びハードの両面から
明らかにするとともに文化施策を総合的かつ計画的
に推進するため、京田辺市文化振興計画を策定す
る。

・文化振興懇話会の開催
・中間案に関するパブリックコメント等の実施
・京田辺市文化振興計画の策定

4.歴史資料の調査・整理・公開 ・将来的な市史編纂に向けて、市所蔵の歴史資料等
の調査、整理を行うとともに、その成果を調査報告会
等で市民に還元する。

・京都府立大学との共同調査の開催
・歴史資料整理ボランティアの開催
・昨年度調査分の調査報告会の開催

5.不登校対策 ・不登校児童生徒の解消に向け、ポットラックの充実
などの対策を講じる。

・不登校対策プロジェクト
　調査／分析
　協力校による取組
・ポットラックの移転等、内容の見直しを行う。

6.モデル校事業の着実な推進 ・子ども・学校応援プロジェクトの展開。 ・研究授業の実施等、研究の推進、市内各校への公
開
・第2回モデル校実践交流会の実施（H28.1.27）
・担当指導主事による継続的な指導

今年度の目標設定

　京田辺市の教育は、活力とうるおいの
ある未来をつくるため、確かな見通しを
持って主体的に生き抜く、創造性あふ
れる心豊かな人間の形成を目指すもの
である。
　そのため、学校教育、社会教育、社会
体育の密接な連携を進め、子ども達の
豊富な社会体験を通して人間形成に努
めるとともに、市民の生涯にわたる学習
活動を推進し、地域に即した教育活動
の活性化のために一層の努力を図る。

平成２７年度

教育部 組織目標設定シート
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7.学校、幼稚園施設の維持管理 ・老朽化が進む学校施設の修繕などのメンテナンス
を計画的に行う。

・予算の平準化を促すため、対処療法型の修繕では
なく、予算保全型の修繕による維持管理への転換や
施設更新を計画的に行う。

・公共施設等総合管理計画を踏まえた学校施設長寿
命化計画策定について検討を進める。

9.通学路安全対策 ・児童生徒が安心・安全に通学することができる環境
整備を行う。

・市通学路安全推進会議において課題の共有化を
図り、具体的な対策の検討及び実施に向けた取り組
みを進める。

10.放課後子ども総合プランへの取組 ・全ての就学児童が放課後等を安全・安心に過ごし、
多様な体験・活動を行うことができる取組を進める。

・運営ボランティアや留守家庭児童会支援員から意
見を聴取し、取組について検討を行う。

11.生涯学習推進計画のまとめと今後に
向けた取組

・平成18年に策定した生涯学習推進基本計画の計
画目標年次が平成27年度となっている。

・計画の成果を取りまとめるとともに、今後の推進方策
を検討する。

・さらなる検討に向け、そのスキームを作成するととも
に、検討の基礎となる他市町村の状況や取り組みな
ど、検討課題の整理を行う。

8.中学校給食の検討 ・デリバリー方式による注文弁当斡旋事業について、
再評価に向けた取組を行うとともに、今後の中学校昼
食のあり方についての研究を計画的に進める。
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